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メセナ活動

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
大
山
崎
山
荘
美

術
館（
京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
）

は
、
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
の
《
エ
ト

ル
タ
の
朝
》や
河
井
寬
次
郎
の《
海

鼠
釉
片
口
》
な
ど
約
80
点
を
展
示

す
る
企
画
展
﹁
光
と
灯
り
﹂
を
今

年
９
月
21
日
か
ら
来
年
４
月
13
日

ま
で
（
前
期
・
２
０
１
３
年
９
月

21
日
～
２
０
１
４
年
１
月
13
日
、

後
期
・
２
０
１
４
年
１
月
17
日
～

４
月
13
日
）
を
開
催
し
て
い
る
。

　

同
展
は
、
明
る
さ
を
も
た
ら
す

光
に
は
い
く
つ
も
の
表
情
が
あ
る
、

と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
く
れ

る
同
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

通
し
、
私
た
ち
を
惹
き
つ
け
、
照

ら
し
、
導
い
て
く
れ
る
﹁
光
﹂
そ

し
て
﹁
灯
り
﹂
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
る
展
覧
会
で
、﹁
光
の
画
家
﹂

と
呼
ば
れ
る
印
象
派
ク
ロ
ー
ド
・

モ
ネ
の
油
彩
画
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
釉
薬
に
よ
っ
て
独
特
の
光
沢
を

放
つ
古
陶
磁
や
河
井
寬
次
郎
ら
の

陶
磁
器
、
ま
た
、
か
つ
て
日
本
の

暮
ら
し
を
支
え
た
19
世
紀
の
行
灯

皿
な
ど
、
光
と
灯
り
に
ま
つ
わ
る

名
品
を
中
心
に
出
品
。
安
藤
忠
雄

氏
設
計
建
築
の﹁
地
中
の
宝
石
箱
﹂

（
地
中
館
）
で
は
西
洋
近
代
絵
画

の
巨
匠
た
ち
が
描
い
た
作
品
を
展

示
し
て
お
り
、
エ
ト
ル
タ
の
海
辺

に
降
り
注
ぐ
朝
の
光
を
カ
ン
ヴ
ァ

ス
に
と
ど
め
た
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ

の
《
エ
ト
ル
タ
の
朝
》（
１
８
８

３
年
）
を
は
じ
め
、
同
《
睡
蓮
》

（
１
９
０
７
年
）、
ピ
エ
ー
ル
・

ボ
ナ
ー
ル
の
《
開
い
た
窓
辺
の
静

物
》（
１
９
３
４
年
）
に
み
ら
れ

る
自
然
光
か
ら
、
パ
ウ
ル
・
ク
レ

ー
の
《
大
聖
堂
（
東
方
風
の
）》（
１

９
３
２
年
）
や
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル

オ
ー
の
《
聖
書
の
風
景
》（
１
９

５
６
年
）
な
ど
人
々
の
祈
り
の
対

象
と
し
て
の
光
ま
で
、
光
の
表
現

を
特
徴
と
す
る
平
面
作
品
を
紹
介

し
て
い
る
。

山
手
館
で
初
公
開
の
収
蔵
品
を

含
め
、
世
界
の
古
陶
磁
を
展
示

　

ま
た
、
大
正
か
ら
昭
和
期
の
名

建
築
・
大
山
崎
山
荘
（
本
館
・
登

録
有
形
文
化
財
）
で
は
、《
海
鼠

釉
片
口
》（
１
９
３
３
年
頃
）
な

忠
雄
氏
設
計
建
築
﹁
夢
の
箱
﹂（
山

手
館
）
に
は
、《
ス
ペ
イ
ン 

ラ
ス

タ
ー
彩
鉢
》（
18
世
紀
）
や
《
ペ

ル
シ
ャ 

緑
釉
銀
化
獣
頭
瓶
》（
10

～
11
世
紀
）
な
ど
、
き
ら
き
ら
し

く
輝
く
う
つ
わ
を
中
心
に
初
公
開

ど
呉
須
、
辰
砂
、
鉄
釉
、

塩
釉
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

釉
薬
が
独
特
の
光
沢
を
織

り
成
す
河
井
寬
次
郎
や
濱

田
庄
司
ら
の
陶
磁
器
を
中

心
に
紹
介
。
さ
ら
に
人
の

手
で
つ
く
り
出
さ
れ
る
光

で
あ
る
﹁
灯
り
﹂
に
も
焦

点
を
当
て
、
か
つ
て
日
本

の
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
か
っ
た
19
世
紀

の
行
灯
皿
な
ど
照
明
用
具

を
展
示
す
る
と
と
も
に
、

関
西
の
実
業
家
・
加
賀
正

太
郎
の
住
ま
い
で
あ
っ
た

大
山
崎
山
荘
内
を
百
年
に

わ
た
り
彩
っ
て
き
た
加
賀

正
太
郎
こ
だ
わ
り
の
ラ
ン

プ
シ
ェ
ー
ド
や
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
に
秘
め
ら
れ
た
美

に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て

い
る
。
そ
し
て
、
昨
年
６

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
安
藤

の
収
蔵
品
を
含
め
、
世
界
各
地
の

古
陶
磁
を
出
品
し
て
い
る
。

関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
﹁
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
﹂
な
ど
も
開
催

　

こ
の
ほ
か
、
同
展
の
関
連
イ
ベ

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
大
山
崎
山
荘
美
術
館
で
企
画
展

﹁
光
と
灯
り
﹂
を
来
年
４
月
13
日
ま
で
開
催

ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
の
油
彩
画
な
ど
約
80
点
展
示

ピエール・ボナール《開いた窓辺の静物》

パウル・クレー《大聖堂（東方風の）》
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ン
ト
と
し
て
、
同
美
術
館
学
芸
員

に
よ
る
展
示
の
見
ど
こ
ろ
解
説

﹁
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
﹂（
同
展

期
間
中
の
第
２
、
第
４
土
曜
日
・

11
月
23
日
、
12
月
14
日
を
除
く
、

各
回
午
後
２
時
～
２
時
30
分
、
会

場
・
同
美
術
館
展
示
室
、
参
加
費
・

無
料
、
た
だ
し
美
術
館
入
館
料
は

別
途
必
要
、
事
前
申
込
不
要
）
や
、

同
美
術
館
学
芸
員
に
よ
る
企
画
展

の
理
解
を
よ
り
深
め
る
た
め
の
レ

ク
チ
ャ
ー
﹁
光
と
灯
り
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
﹂（
ア
サ
ヒ 

ラ
ボ
・
ガ
ー

デ
ン
提
携
企
画
、
２
０
１
４
年
１

月
18
日
、
午
後
２
時
～
３
時
、
会

場
・
ア
サ
ヒ 

ラ
ボ
・
ガ
ー
デ
ン

／
最
寄
駅
・
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
、
各
線

梅
田
駅
、
参
加
費
・
無
料
、
定
員
・

40
名
、
ア
サ
ヒ 

ラ
ボ
ガ
ー
デ
ン

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
要
申
込
・

抽
選
）
が
行
わ
れ
、
同
美
術
館
本

館
２
階
の
喫
茶
室
で
は
カ
フ
ェ
企

画
と
し
て
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
京
都
が
同
展
の
た
め
に
考
案
し

た
３
種
類
の
特
製
オ
リ
ジ
ナ
ル
ケ

ー
キ
﹁
芸
術
家
た
ち
の
光
﹂（﹁
モ

ス
﹂
オ
レ
ン
ジ
、
レ
モ
ン
、
ト
ロ

ピ
カ
ル
フ
ル
ー
ツ
の
ケ
ー
キ
、
各

５
０
０
円
・
税
込
、
美
術
館
入
館

料
は
別
途
必
要
）
を
同
展
期
間
中
、

提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
ク
リ
ス

マ
ス
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
ウ
ィ
ー
ク（
２

０
１
３
年
12
月
17
日
～
25
日
）
に

は
、
本
館
で
同
志
社
リ
ー
ダ
ー
ク

ラ
ン
ツ
に
よ
る
合
唱
を
楽
し
む

﹁
洋
館
の
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
﹂

（
12
月
22
日
、
午
後
２
時
～
２
時

20
分
と
午
後
４
時
～
４
時
20
分
、

参
加
費
・
無
料
、
た
だ
し
美
術
館

入
館
料
は
別
途
必
要
、
事
前
申
込

不
要
）、
学
芸
員
に
よ
る
デ
ィ
ス

ク
の
交
換
実
演
や
解
説
を
交
え
な

が
ら
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
３
曲
た
っ
ぷ

り
鑑
賞
す
る
﹁
オ
ル
ゴ
ー
ル
・
モ

ー
ニ
ン
グ
﹂（
12
月
17
日
～
25
日
、

午
前
11
時
～
11
時
15
分
、参
加
費
・

無
料
、
た
だ
し
美
術
館
入
館
料
は

別
途
必
要
、
事
前
申
込
不
要
）
が

行
わ
れ
る
。

　

な
お
、
同
美
術
館
は
Ｊ
Ｒ
東
海

道
線
・
山
崎
駅
ま
た
は
阪
急
京
都

本
線
・
大
山
崎
駅
か
ら
徒
歩
約
10

分
で
、
入
館
料
は
一
般
９
０
０
円

（
20
名
以
上
の
団
体
・
８
０
０
円
）、

高
大
生
５
０
０
円
（
同
・
４
０
０

害
者
手
帳
ご
提
示
で
３
０
０
円
に

な
る
。
ま
た
、
開
館
時
間
は
午
前

10
時
か
ら
午
後
５
時（
最
終
入
館
・

午
後
４
時
30
分
）
で
、
休
館
日
は

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌

火
曜
日
、
た
だ
し
11
月
18
日
、
25

日
、
12
月
２
日
、
９
日
、
24
日
は

開
館
）
と
年
末
年
始
休
館
（
２
０

１
３
年
12
月
26
日
～
２
０
１
４
年

１
月
３
日
）、
展
示
替
休
館
（
２

０
１
４
年
１
月
14
日
～
16
日
）
と

な
っ
て
い
る
。

ネ
の
庭
﹂

抹
茶
、
ほ

う
れ
ん
草
、

さ
つ
ま
い

も
の
ケ
ー

キ
、﹁

ク

レ
ー
の
天

使
﹂
ク
リ

ー
ム
チ
ー

ズ
、
ホ
ワ

イ
ト
チ
ョ

コ
レ
ー
ト

の
ケ
ー
キ
、

﹁
ル
オ
ー

の
ス
テ
ン

ド

グ

ラ

クロード・モネ《エトルタの朝》
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円
）、
中

学
生
以
下

無
料
、
障


